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製品適合証明書 



バッテリーの充電 

バッテリーは出荷時にはほとんど充電されて

いません。使用前にLEDのランプがグリーン

になるまでチャージャーに装填して充電してく

ださい。 

チャージャーに電気が供給されると赤いラン

プつきます。バッテリーパックを装填するとグ

リーンのランプが点滅し、充填中であることを

示します。グリーンのランプの点滅が終了し常

時ついた状態になると満杯に充電されたこと

を示します。 

もし赤いランプが点滅している場合はバッテ

リーにエラーがあることを示しています。バッ

テリーが熱かったり、逆に冷たかったり、また

は壊れていると考えられます。チャージャーか

ら取り外し、再チャージするまで約３０分間放

置してください。 

 

チャージャーが通常の環境下で充電しない場

合は販売店までチャージャーとバッテリーの

両方をご返却ください。 

バッテリーは最初の充電では満杯になりませ

ん。何度か使用していただくと満杯まで充電で

きるようになります。 

 

充電は供給されたチャージャーでお願いしま

す。 

チャージャーに合った電源を供給してください。 

バッテリーがきちっとチャージャーに装着されて

いるのを確認ください。 

バッテリーやチャージャーを分解しないでくださ

い。交換部品はありません。 

 

赤いランプ点灯－チャージャーの電源がオン 

赤いランプが点滅－バッテリーが熱いまたは低

温すぎるまたは故障 

緑のランプ点灯－バッテリーが満充電 

緑のランプが点滅－充電中 

 

スペアバッテリーは販売店でお求めください。 

メンテナンス 

注意 カートリッジフォルダーに材料を放置す

ると材料が硬化する恐れがあります。このよう

な状態で材料を吐出しようとしないでくださ

い。家具などの財産が損傷したりする恐れが

あります。 

注意 プラスチック部品はぬれタオル以外で

は清掃しないでください。一般のクリーナーに

はプラスチックを著しく痛める化学物質を含ん

でいることがあります。ガソリン、テルペンオイ

ル、ラッカー、ペイントシンナー、ドライクリーニ

ング材料を使用しないでください。どんな液体

も工具の中に流し込まないでください。決して

どの部品も液体の中に付けないでください。 

 

チャージャーの清掃 

掃除の前にプラグを抜いてください。汚れや

油は布や非金属のブラシで取り除いてくださ

い。水や洗剤液を使用しないでください。 

 

廃棄・リサイクル 

工具、バッテリーおよびチャージャーの廃棄リ

サイクルは、使用地の規則に従ってください。 

 

アクセサリー 

警告 ＰＣＣＯＸより供給された部品以外はテス

トされていないので使用しないでください。推奨

部品はシャープ化学より入手してください。 

 

修理 

製品の安全性を保つために修理、メンテナンス

や調整はシャープ化学へお問い合わせくださ

い。交換部品は必ず純正をご使用ください。 

チャージャーは交換できるパーツはございませ

ん。必ず、シャープ化学へお問い合わせいた

だ様お願い申し上げます。 

 

保証 

この商品に付けられた保証書を確認ください。 

１．注意！このマニュアルをすべて読んで理

解してください。 

このマニュアルに書かれている指示に従わな

かった場合、電気ショックや火災または重大

な人的傷害を引き起こすことになります。 

２．作業場 

2.1作業場をきれいにし、適切な照明を施して

ください。暗く、散らかった作業場は事故の元

です。 

2.2電動ツールを可燃性の液体、ガスまたはダ

ストのあるところで使用しないでください。電動

ツールはスパーク発生する可能性があり、着

火原因となります。 

2.3子供や作業とは関係ない人を作業中は遠

ざけてください。気が散り作業の妨げとなりま

す。 

３．電気的安全性 

電動ツールを雨中や濡れた状況で使用しない

でください。水が電動ツールに入り込み感電

の可能性があります。 

４．人的安全性 

4.1注意深く、作業状態の確認をしながら電動

ツールをご使用ください。電動ツールは疲れ

たときや飲酒、薬の服用後には使用しないで

ください。不注意な取り扱いは人的傷害につ

ながります。 

4.2保護具を使用してください。安全めがねは

必ず使用ください。粉塵マスク、安全靴、ヘル

メットや耳栓を必要に応じて使用ください。 

4.3偶発的な駆動を避けるために、バッテリー

パック装着時にはスイッチがロックかオフポジ

ションにあるのを確認ください・ 

4.4不自然な体勢での作業はしないでくださ

い。足元を固めバランスを保った状態で作業

してください。 

4.5適切な作業着を適切に着用してください。

緩い服装や装飾品を身につけないでくださ

い。長髪も避けてください。駆動部に挟まる恐

れがあります。 

4.6埃収集機等を使用する場合は適切に設置

してください。これらの装置は埃によって誘引

される危険を削減します。 

 

５．電動ツールの使用とケア 

5.1電動ツールで設計以上の作業はしないでくださ

い。 

5.2電動ツールのスイッチが適切にオンオフしない

場合は使用しないでください。そのような状況での

作業は大変危険です。 

5.3電動ツールの調整やアクセサリーの変更およ

び使用しない場合はバッテリーパックを外しておい

てください。 

5.4使用していない電動ツールは子供の手の届か

ないところに保管してください。また、電動ツール

に詳しくない人に電動ツールを使わせないでくださ

い。 

5.5電動ツールはこのマニュアルに記載された方

法で、作業条件を考慮してご使用ください。 

 

６．バッテリー使用工具の使用とケア 

6.1バッテリーパックを装着する際には、スイッチが

オフになっていることを確認してください。スイッチ

がオンのまま装着すると事故を招きます。 

6.2バッテリーの再チャージは、メーカーの指定す

るチャージャーで必ず行ってください。不適切な

チャージャーで充電すると火災などの危険を引き

起こす可能性があります。 

6.3バッテリーパックを使用しないときは、クリップ、

コイン、鍵、釘等他の金属から離して保管してくだ

さい。バッテリー端子がショートすると、爆発、火災

の危険があります。 

6.4バッテリーが傷つくなどして中から液体が出た

場合には決して触れないでください。もし触れた場

合には大量の水で洗ってください。目に入った場

合は医師にかかってください。炎症ややけどを生

じる場合があります。 

 

７．サービス 

7.1電動ツールの修理などのサービスは有資格者

にのみさせてください。 

一般安全ルール ーすべてのバッテリー機器に関するもの 



1. 傷害を避けるためにプランジャーやプラン

ジャーロッド（A)から手を離してください。 

2. 換気の良いところで作業をしてください。必要に

応じて保護マスクを使用してください。接着剤

やシーリング材のなかには有害なガスを発生

するものがあります。 

3. 部品を交換したり外したり、調整したり、修理し

たりするときはバッテリーパックを外してくださ

い。いきなり動作して怪我をすることがありま

す。 

4. 製造者に推奨された部品を使用してください。

不適な部品の使用は怪我につながります。 

5. ロックトリガー（F) をオフの位置にしたまま不注

意な材料の吐出は避けてください。 

6. バッテリー部分にコーキング材やバッテリーを

付けないでください。 

常にコーキング材や接着剤の使用説明書を読ん

でください。人的な被害が発生する恐れがありま

す。 

 

警告！作業中は常に安全めがねを使用してくだ

さい。普通のめがねは安全めがねではありませ

ん。 

注意！使用していないときは工具を平らで安定し

た状態で保管してください。バッテリーを下にして

も立ちますが、不安定で簡単に転け危険で

す。 

 

電気的な力制御 

電動工具は幅広い種類のコーキングやシーリ

ング材を押し出すことができる様設計されて

います。また、不適切な押し出しも検出する様

考えられています。不適切な押し出しは接着

剤の硬化、容器の穴、材料の凍結によっても

たらされます。このような場合常に材料メー

カーの推奨に従ってチューブや容器の破損の

危険性を回避してください。バッテリーパックを

外してから材料の行ったチューブや容器を外

してください。 

 

電気式自動反転 

この電動ツールにプランジャーのオートリバー

ス機構がついています。 

接着剤関連工具の安全規則 

プランジャーロッド（A) プランジャーロッドハンドル（B)

スピードダイヤル（C) 

バッテリー解除ボタン（G) 

バッテリー 

トリガーロック（F) 

トリガー（E) 

プランジャーロッド解除トリガー（D) 

操作方法 

バッテリーパックの装着と脱着方法  

バッテリーがフル充填していることを確認くださ

い。 

注 意！作 業 前 に ト リ

ガーをロックしてくださ

い。 

 

工具にバッテリーを付ける方法 

バッテリーパックの切り込みを工具のとあわせカ

チッと音がするまで差し込んでください。 

バッテリーを外す方法 

解除ボタンGを押しながらバッテリーパックをハンド

ルから引き離します。 

トリガースィッチのロックを外す 

警告！アクセサリーの装着や調整、修理を行う場

合は駆動を止めバッテリーを外してください。使用

しないときはトリガースィッチをオフの位置にして収

納してください。 

トリガーをロックする 

トリガーロック（F) を上にすると工具は操作できま

せん。 

トリガーをアンロックする 

トリガーロックを下にす

る 

 

トリガースィッチ 

工具を駆動するにはトリガー（E) を強く握ってくださ

い。駆動を止めるときはトリガーを離してください。 

 

スピード調整ダイヤル 

スピードダイヤル（C) を回すことにより施工に適し

た速度で吐出できます。 

左回りに回すと最小

の吐出速度になり、

右回りに回すと最大

の吐出速度になりま

す。 

 

プランジャーロッドハンドル 

警告 ロックをし、バッテリーを外してから保管して

ください 

警告 プランジャーロッドに何も引っかけない様に

してください。重大な怪我に至る恐れがあります。 

 

プランジャーロッドの調整 

プランジャーロッド解除トリガー（D)を押して保持し

てください。プランジャーロッド (A) を押したり引い

たりしてお好みの位置にしてください。プラン

ジャーロッド解除ボタ

ンから手を離してくだ

さい。 

 

材料の装着 

警告 破裂注意 材料をカートリッジやソーセー

ジのホルダーに残したままにしていると固まる恐

れがあります。材料のメーカーの推奨に従って危

険の無いよう取り扱いください。 

・適切なカートリッジホルダーが取り付けられてい

るか？ 

・トリガー（E) をロックするにはトリガーロックを使

用ください。 

・コーキング材や接着剤のチューブの吐出口を

しっかり開けてください。小さな口は押し出すのに

より力が必要となり、バッテリー寿命に影響及ぼ

します。 

・カートリッジやパウチの内部シールはしっかりと

破いてください。 

 

注意 もし、内部シールが破れていなければ、材

料はカートリッジの内部の後ろから漏れて機械に

ダメージを与えます。 

注意 プランジャーロッド、カートリッジフォルダー

は常にきれいにしておいてください。硬化した材

料が付いた状態でプランジャーロッド（B) を後ろに

引くと工具を痛めロッドの位置がぶれる可能性が

あります。 

 

安全に工具を持って、プランジャーロッド解除ボタ

ンを押しながらプランジャーロッドのクラッチを外

しフリーにしてからプランジャーロッドハンドル（B）

を持って引っ張り、カートリッジやパウチが挿入で

きるようにします。 

コーキング材や接着剤のカートリッジやパウチを

装填します。 

プランジャーロッド解除ボタンを押しながらプラン

ジャーロッドハンドル（B)をカートリッジやパウチに

軽く当たるまで押し込みます。 

プランジャーロッド解除ボタンを離します。 


